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⑽
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製せ
い

鐵て
つ

株
式
会
社
の
設
立

　

第
1
次
世
界
大
戦
が
終
了
し
た
大
正
８

（
１
９
１
９
）
年
頃
か
ら
「
小
資
本
で
分

立
す
る
こ
と
は
不
利
で
あ
り
、
資
金
調

達
の
便
や
、
鉄
鋼
単
価
の
引
き
下
げ
、

大
規
模
な
鉱
源
開
発
を
図
る
た
め
に
も

製
鉄
事
業
の
統
一
が
必
要
」
と
提
案
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
官
民
と
も

に
合
同
に
消
極
的
で
し
た
が
、
昭
和
5

（
１
９
３
０
）
年
か
ら
の
世
界
大
恐
慌
を

契
機
に
、
緊
縮
財
政
と
な
る
中
、
補
助
金

を
受
け
て
い
る
製
鉄
企
業
へ
の
批
判
が
高

ま
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
昭
和

８
（
１
９
３
３
）
年
、
第
64
回
通
常
議
会

で
、
斎
藤
実
内
閣
が
提
出
し
た
「
日
本
製

鐵
株
式
会
社
法
」
が
可
決
さ
れ
、
昭
和
９

（
１
９
３
４
）
年
2
月
１
日
に
日
本
製
鐵

㈱
が
設
立
し
ま
し
た
。
製
銑
、
製
鋼
分
野

の
主
要
会
社
全
部
を
合
同
す
る
予
定
で
し

た
が
、
足
並
み
が
乱
れ
、
１
所
５
社
で
ス

タ
ー
ト
し
、
の
ち
に
２
社
が
加
わ
り
ま
し

た
。

　

釡
石
鉱
山
㈱
は
日
本
製
鐵
㈱
へ
の
合

同
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
製
鉄
所
の
み

が
傘
下
と
な
り
、
鉱
山
部
門
や
山
林

部
門
は
切
り
離
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
12

（
１
９
３
７
）
年
に
は
日
中
戦
争
が
勃

発
し
、
各
製
鉄
所
で
大
規
模
な
拡
充
計

画
が
進
展
す
る
に
連
れ
、
原
料
の
供
給

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
、
昭
和
14

（
１
９
３
９
）
年
に
日
鉄
鉱
業
㈱
が
設
立

さ
れ
ま
す
。
こ
の
会
社
に
は
鉱
山
部
門
の

み
が
所
属
し
、
山
林
部
門
が
切
り
離
さ
れ

ま
し
た
。

　

山
林
部
門
は
三
井
合
名
会
社
農
林
課
の

傘
下
と
な
り
、
日に

っ

東と
う

拓た
く

殖し
ょ
く

農
林
会
社
、
さ
ら

に
三
井
農
林
㈱
と
な
り
ま
し
た
。
ち
な
み

に
「
日
東
紅
茶
」
で
有
名
な
会
社
で
す
。

製
鉄
所
の
設
備
拡
張
工
事

　

日
本
製
鐵
㈱
は
国
際
競
争
力
を
持
つ
会

社
と
し
て
鉄
鉱
設
備
の
拡
充
を
目
指
し
5

次
に
わ
た
る
設
備
拡
張
計
画
の
実
施
に
踏

み
切
り
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
日
本
最
大

級
の
鉄
鉱
山
で
あ
る
釡
石
鉱
山
に
隣
接

し
、
新
た
に
開
発
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た

夕
張
炭
鉱
か
ら
の
石
炭
輸
送
が
容
易
な
釡

石
製
鉄
所
は
、
主
要
な
製
鉄
所
と
し
て
銑

鋼
一
貫
設
備
の
充
実
を
図
る
た
め
、
主
要

施
設
の
建
設
が
第
1
次
、
第
2
次
計
画
に

集
中
し
ま
し
た
。

　

製せ
い

銑せ
ん

部
門
で
は
第
10
高
炉
が
建
設
さ
れ

（
竣
工
は
昭
和
13
年
）、
そ
れ
に
伴
い
、

コ
ー
ク
ス
炉
や
焼
結
炉
が
増
設
さ
れ
ま
し

た
。
製
鋼
部
門
で
は
第
二
製
鋼
工
場
や
大

型
工
場
が
建
設
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
、
大

渡
川
の
対
岸
岩
井
町
に
鋳
物
工
場
や
工
作

工
場
が
移
転
増
設
さ
れ
、
五
ノ
橋
に
平
行

し
て
中
島
橋
が
架
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た

原
材
料
や
製
品
の
輸
送
の
た
め
南
桟
橋
も

増
強
さ
れ
ま
し
た
（
長
さ
１
１
８
・
２
ｍ

⬇
２
３
０
ｍ
、
幅
18
ｍ
⬇
30
ｍ
）。
現
在
も

使
用
さ
れ
て
い
る
製
鉄
所
本
事
務
所
も
こ

の
時
期
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
（
着
工
昭
和

11
年
、
竣
工
昭
和
16
年
）。

社
宅
の
建
設

　

製
鉄
所
の
拡
張
に
伴
い
、
構
内
社
宅
は

撤
去
さ
れ
、
さ
ら
に
従
業
員
の
増
員
の
た

め
新
た
な
社
宅
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

上
中
島
、
小
佐
野
、
小
川
に
社
宅
を
建
設

す
る
た
め
、
甲
子
川
や
小
川
川
の
川
原

の
埋
め
立
て
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
上
中

島
」
は
「
上
中
妻
」
で
あ
っ
た
も
の
が
転

化
し
た
も
の
で
、
小
佐
野
は
小
川
、
定
内

（
佐
田
内
）、
野
田
の
町
名
を
合
わ
せ
て
名

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

所在 合同参加 高炉 日産（ｔ） 平炉 年産（ｔ）

合
同
参
加

八幡製鐵所 福　岡 昭和 9年 2月 8 3,394 31 1,399,000
輪西製鐵㈱ 北海道 昭和 9年 2月 4 675 1 60,000
釡石鉱山㈱ 岩　手 昭和 9年 2月 2 720 4 141,500
三菱製鐵㈱ 朝　鮮 昭和 9年 2月 3 800 1 119,800
富士製鋼㈱ 神奈川 昭和 9年 2月 1 64,000
九州製鋼㈱ 福　岡 昭和 9年 2月 3 119,800
東洋製鐵㈱ 福　岡 昭和 9年 3月 2 605
大阪製鐵㈱ 大　阪 昭和11年 5月 1 70,000

不
参
加

東海鋼業㈱ 福　岡
小倉製鋼㈱ 福　岡 5 12,000
浅野造船㈱ 神奈川 1 186 2 105,000
日本鋼管㈱ 神奈川 2 290,500

その他 41 814,000
合　計 20 6,380 92 3,303,600

第10高炉（昭和14年）

上中島社宅街入口の現在

上中島社宅街（昭和12年）
国道からの入口に川が流れ、橋が架けられています。

⬅橋の跡⬅橋の跡

⬅橋⬅橋

広
報

〒
026-8686 釡

石
市
只
越
町
３
-９
-13 ☎

22-2111 ℻   22-2686
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
https://w

w
w
.city.kam

aishi.iw
ate.jp/

発
行

釡
石
市

編
集

広
聴
広
報
課

2022
3
15

N
o.1780

釜石市LINE公式アカウント
122022.3.15広報かまいし


